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I 1970可代；ハ：L常化と釘；ii/ヒ
1 （：百円 、 , , , Jcu'lと都il:足！


























































問iLり海外退会後川運動：t寸でに 11ランC I 2) 









































































(It 1〕 Grnh:un, R., I ran . The Il,; ,ion o.f 
Pυ1cer, London, Croom Helm Ltd., 1978, p. 78まに
["] ':k二l I ,J':-'c I~ ご： t The Economist, 28 Aug., 1971-i 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注 1〕 Planand Budget Organization, Statistical 
Center of Iran, sa1τlwmali e omamie na角s va 
maskan, 2353 (1976). 
( i 2〕 fラン山都i1.:，州.¥JIの都市形成の特徴に
ついては，拙稿「イラン地方都市ハマダンの発展J（『ア
ジ〆経済J近f!J所以予定）を参照されたい。
（注 3) Kayhan, Persian Edition, Tehran, 29 
Aug., 1977. 
〈注4) 外国人労働者について次のとおりであるつ
MF:ED (1 Dec, 1978）によれば， プ プ ガιスタン人
5～50万人を徐いて，アメリカ人4h5α犯人（このう
ち箪事関係3万人以上。〉，西ドイツ人とイタリア人
各々 I万8000人，イギすス人 1万～ 1万2000人，フラ
ンス人6000人， 日本人5000～1万人，韓国人1万2000






増したのである （Kayhan,Persi姐， 16Oct., 19才＇6）。






（注6) Plan and Bu化etOrganization, と主tatis ti 
cal Center of Iran, National Census of Population 
and Housing, Novじmber1976, Total Country (5°ら
sample), 1978. 
（注7) Iran Economic Service （以下JESと略〉，
1、ehr釘 1,Echo of Iran, No.5, 28 （）じら 1974 
（注8) Iran A.lmanac 1977, T日hran, Echo of 
[ran, p. 318 
（注 9) Graham, op. cit., p. 94. 
（注IO) JES, kすけ 43, 29 July, 1975. 
〔注11) Kayha11, Persian, 8 Sep., 1976. 
（注12) Kayhan b府 rnational,3 Nov., 1977. 




？とな J 、、る （／JoS,No. 114, -i Jan., 1'177)0 
(lU4) この A←ン宇とる家（＇（ UIは， l9601Ff¥.
はじめにも｛Urした。アメリカ人隠m日間や以術者が大
:,1：ーに流人！て高’ lt金をど、 J たた：＼テへ， の家1'i.
上昇は統制のきかない状況となった。 Bahrambeygui,
1-I., Te/11・,.u,: An Urban ,'¥naか川号 Tehr;in,Saheh 
Books Institute, 1977, p. 118. 
（注15) Fina11cial Times, 12 S叩， 197白
（注16) Ibid. 
（注17) 『中東経済』 No.24 1977年。
（注18) Financial Ti111川 12Sep., 1978 
〈注19) 農業等門家とのインタピ L ーによる。
（注20) JES, No. 193、12Aug., 1978. 
























































































































































































































































































｜人 日 家族1たりの部屋数仙 普鰐テヘラ同附
（人） l 6以上 （川 (%) (%) 
住居数 γI  2 25“～；ら5対｛111-6－「 生まれ れ5 民I弐： 都市核地域 320,860 ?,5,178 6.3 川山 76. 3 54.4 33.0 
10 市部地域 257,960 'l4,094 :u; 45,s li.5 5:;.1 62.9 24.;J 
7 I{ } 312 818 :l8 011 日 5 23.5 l .6 20.6 必 1 40 9 
4 区 西京寮東北円中割都部央北〈引（南北市七側岬崎部I'. ~，，伯9 4~ ,8 3 6.7 45.4 4.7 42.7 50.1 32.8 l 1K 303、6叶7 .12202 55 51:l 89 :l96 475 9計
6 I天 250,655 :l5,178 内.9 30. 0 2. :{ 24.5 54.5 28. 7 
8 区 2:17，η＇8 33,951 6.1 I 34.6 3.6 10.3 51.3 3~.2 
2 15( 159、552 26,716 6.0 20.5 46.:l 27.2 71.3 50.0 36.9 
: 1え会 381、580 14,979 5.4 :is.o 47.:3 <J.:'l 47.5 so.6 35.s 
9 区 116,191I 20,276 6.3 24.7 48.2 20.7 15.0 47.3 39.8 
ンエミ弓ン 北 部 -122,289 のG :m.2 41.9 1 21 :1 :is.4 23.4 30.2 
レ { i七 I ー出，719 9.8 61.71 25.3 3.2 29.2 37.2 33.6 
…’一一.
平均｜ !U I 10.5 I 51. 1 l 34 5 T J、 フ 、〆／ 


















































L、，｝） は才3t L 7〕＂～





l Kと比較すると， j !<(I）方が一家族で I～：3部
屋使用する比は，19.9%どキ＇.Jl（）＇｝；，ほど 高t＇他，）［－！／！＇，
身者の比三本仁‘ 1 iメーと比較して｛l's:＼，、。つまり．斤l
t I）ぴ＇ I lくのかが住宅事情が悪仁住宅建設時期
(, ,:ti-いし『 ここへの移住二行が少なL、己し、える。ま






られた建物J)比は. 21.5% 川 I王）と rn.:i'Xi川
区〉であり，主：市平均と比較してもIt.倒的に低い。
西部のこっ<J）地｜互の， 42.7% ( 4 [/i), ~l9. 6':1, ( 1 
［.｛）と比較しこも低いのである。東部の開発はi!r
h. 1960年以降念、に発展したからである。たとえ
ば‘ チヘラン・パールス地区 （8 r_,: l I士、 1950年代
にノ口 fλ ゲー教徒が開発を古台めていしその後，
60年代＇二氏問ヲベロソパーが開発した地 IX:であ










































I 1973/ I 197 4/ 1975/ I 1976/ 1977年
I 74年 I75年. 76年 I77年！ 4～12月
,i'j '/1;,.-t;－物価｜ 11 .2 I 15.5 : 9.9 I 16.6 I 27.6 
il i/ I 17.6 19.5 ・ 20.2 I :;5‘9 I 44.2 
U'. _:i 2ri.9 :n .n 40.出I:19.5 I 29.:1 
(/J＇，庁f) B.mk ll.farkazi Iran、；＼w111 al Rιアort,1356 



















も高1,•，／）である I il2-1 0 
ラヘ弓 Lにかぎれは， 1970年には73刀印刷戸ρ
住宅があり哩 497j戸62%は個人所千f で， 2•17i500(） 
戸31りもl土fl:¥'-:
「是に｛j：んでお I），低所得者の多L、市rmでは57＇｝｛，が
そうである〔 -1~1\iではー建物 1.5 家族が住ん
てL、る。 L元‘しI布部て、は 2.8家族が｛主むのにj.JL 
f，北部ではわずかに 1.18家族が住むのであゐ


























































































































































































































































































































144.7 ! 2os.6 I 
(44. 7) I (42.1) I 
150.8 I 204.:-l I 
(5o. 8) I (:is s) I 
105.2 I 120.6 I 
(s.2) I (14ι）！ 













(:-i:=i. 7) I 
151. 3 I 















































































































































































































































































































































ぐU:1) Fery出 onFiroozi, ＇‘Tehran-A Demogra 
phic阻 dEconomic Analysis，＇’ Middle Eastern Stu-
dies, lO(I ), Jan. 1974. このときにテヘラン市の構
成は． 一般周子4万2644人， 黒人奴隷（男〕 756人，
汚佼（男〕 1万572ん 」般女子 47i6063人，黒人奴
隷 （！；，） 3014入， ！と中'.1313人， TW、4万894人， 合計
ラ3
1979010056.TIF
14Jj7256人（ffδ；， No. 107, Hi Nov., 1976）。
Ci 2) Cruhιun, op. cit., 1978, p. 2:3 
CJ :i〕 Korhy,¥V., Prubleme der !11d11stri,,lfe11 
l~ntτcicNung 1111d Kunzent，三ztionin Iran, ¥Viesha-
clefl, Ur. I心 ι！wig,Reicheτt Verlag, 1977, S. 121 l"i 
.ir，二 L1i: l, じ＇.｛： l ノ人 I" ..ヘ C, , !1 .'iめる j七、ド［；
196:J ': l'! l；平二：.,': t . t：。 1サ41;, 11.8~;,, 63(! 2:,.5υrυ 
7:J：干札40S:,. tず， !ran ,l{manac 197/i (p. 87) ：ヨ
よれもよう ユニX事411'. ,51 ~；）主＇ I ,1r 1., :・o必n30%尤
に：むJると l. 
C,i4) Iιλ；：＼o. 5，おけば， 1974.
(i; 5) Kι，＿vhan, Persiιar 
C,i“〕 Finan正ialTi111どV ([2 s，‘i》ラ 1')7凡）./,'.¥iiξf r: 
村七 Jl』止入！符よ＇（ I； 、二二；•： t 5 i手＇ i r：、ら O 主f・ Ira, I 
.Alma11ar 1.976 (p. 87）に vh:l, 託金，4ん＇160マ，of.;
ヲ、 rτ＇i I ぜ 訓 ' ) , _ x 1l」一 l 、L 〆 1ノ＇. 1(1 i( l人、！
tこ『lJ』J[4ヘ： l197:3 '11075 i i ヤ，－ , , !u,  it」t{,::1:m 
｜ ノー .i, :・ 、3. 2 , ご；，｝え.' .• ,! : 't: I '・ : _.I／九ァ！ I'. j（、
I; I.「L. ;:. t ;・,' . Jγ ＂ ・,v入り1;,.、人 I! Ji, J ;i ilv、
8 Jj 1) .・ ，： λ ［、、 44~；，，出～ 211 I j ! f ! , 44 %、 24～
50万：） －，ノL 11 %，日：jJ 以上 1%そ 1れら iJES, >lo. 5, 
28 Oct., l'J7 I) 
（正 7) B:ihrambeygui, op. , it.司 p.64. 
（［七品） t: i当；土イランにI;,Tるお’i？（河i'.r!Ur/UヒゾB
時間三， I －•.－ ーレ j c'J時代（1925～41"I ），とく 4
19:JO!f'. j¥.; ': Iヰ／二ご v、う。 -': I. -r_、：'j』 .（大1'5，行j./[fにfヒUl
l'i期主， l s使間！,Ii；：沼市υl[il,j治 fl'N, ' AtI• 1970;F J'.I；年
し cJt ・＇→.， .プ丈－ ~.） ノ」－ '. rν つ
Cr上9) カ－ / \• ノン t同時Jわ上 n：ユiLU1lff il子，－.'; 
／に J ' v、ご hl, ,i；を ：＿＼）向。
yahee zoka, tarzkiche-e si1khi1tcma11i -e arak 
solutanlーど tehn111, tehra口、 ]34() (197(1：ノ； naser 
bakhaml, daral/.:halιυe－どれ’hril.1, tehran 1355 
(1976), 3rd Edition 
〔/l10) ヴ J 、チン，f)、of.→ノしに J ノ、、亡す 1, 1,J I-. ,i：ι；. 
ilか，；j：モフ；）l'so 
lnslitut巳 forSocial Studicベ訂以iResearch, Univ. 
of Tdiran, ha.~山ir-l· tchran, pcrsian edit的n,19り9
(; ill) J ス p’t, ! } i汚 ，＇），• ザ ・l bこ.：－； , rる業：垂内！
:;,- ' •• I' • > l.・I’：， ,t,'.c品、
l 七’一、，，.、一 ν 、。
Klaus, D.，“Zur Variationshreite der Stadむ inder 
isbmisch－臼rientalischcn¥Velt," c；どograρhischrZcit-
sh rift, l¥r. 5R, 1引70;Kurt, S., "M印 lcrnelimgestal-
54 
tungen im Grunclriss iranischer Stadte," Erdkunde, 
Vol. 15, 1961. 
(?U2) Bahramheygui, of>. cit., p. 9且
( ri:13) Financial Times, 12 Sep, 1978.号lj山氏n
i 士、→叶・1iiH1＂ー〆 12%，；、と号、，、吋’ ノしでlt25号らぐ
.h '1; 0 J f，地 ｝） 高il"Iょに j；けら’ザ ル尚人じ〆 ＞l• 
• , [t-.iかには次士写JV＼。 Jt¥iか，し；；，A’）「 J ノイェ： t
.-_ ,!1/,',J ；ぜ」（『•t•iE伝子済研究』 Vol. I, '.¥lo. :l, 1977!1)。
( ilc14) Bahrambeyιui，，ゲ，.cit., p. 129.イヲン全
iでい E スク，『＂ t.以if ♂ ムザ デ，十LH所なと約a
Jj’＇／＇Jiある（！，ど mondc,:~ 4 Dec., 197抗）。また， 12
}j 10～1 l I J i j -;/ ; ;ire,/ J ;/[. I.山内 li，アーノコラにむ
,1 ・- 人山学｛＼＇il万人が円 Tjにみ＇； t .；：入、教機関へ派出t
τit t: (Ti川町、 25Nov., 1978）。
(1U5) Bahrambeygui, op. cit., p. 131. さんに＂干し
くは Ferydoon,oj,. ,・it.合参照。 1966'1に ＇＿） ＼.、（ il次
山弁 jjり。コゲ γ人；－＼ h97（ゆ（念 ~q 6万680），ソロアス
, ¥HL 9350 (H 1 1; 9820), －ヲ，，メニア人 71;2120 
(l,i] ］（）ノj8420），了ッ γI）γ 人 1Jjl:-JO（同 2h:-!40), c¥ 
,; 7、l、教徒 1hlO:-lO(fiυ•I l tj660), .，山他 3/j520 (1，リ
7 Jj 7100）。 ：七、ソ／山た郎mに＇） i，つで:I＋、♂がノ主役i己
がI, C, ， 二 Jに甘；rft六ぜ ・c＂、〈〉。
( ,ll6) 子t',i,]J也r-<:,tアラブ人j也！瓦 C J，いわれる 0
1引ャ少t;J(初、c7）削メLiTJJ,tili ＜にF：がたびri1＇.：：さ
H, ムソ、リノ、か心ブ凡な岐に九い，詐 ｝Jに上る保護を求
め／こ 0 ' ヲ ス ,Ii 》ハマノ、 p レ・ ＼＇＼•I) iノ、－J也｜乏も





り。かノ＜ it、 γ ラプかんじり j包礼者がとてにとまり，
F一、ラン Lて｛lむアラフ人点、， ここそ訪日：1L t：と L、う n
tU九 二子〆、ヲン，，，ごハい， ，』二 J ) L、CJ,i U）記述l土砂〈を
主よ！開。
Behnam, J., sarzman e khtshavand va khanc・ 
1,add1ぜ lran,tehriifl, khorazUmi, 1970. 
（注17) Kayhan International, 15 Mar., 1978. 
(/118) fラ j ，ゾノfiliii. ：~－大＇.1".lliが形成されとくるの
u, 11,r；.、1ll()Jj人上U:v1l1l,iliに｜政 ：， れる。主 t;' t，り
120の（1~[ilj fl［：か戸ヘラ／にじ、け，全［1~460の25% を占め
ろ (IranAlmamu: 1.976, p.87）。 1978守ーの反政府連，］，り
ごU5～ 8J U）段Wiで， 町民［hift：がゆ:trt, , i fご。 I与屯弓：
1979010057.TIF
i ，，；在める近代化 ＞'i< i'r. '~ .¥ j I ；》 leY, C あえ＇ r, L. 
J、ラ／で i，イラ／全｜でも wた1u,1:.1f五・.＜：ん4:；：じとあり，
凶 ・fl;.＇；ゆく人 LIち、＇o 三00円、 tとて人JL＼ ’て：：J「
〔1I EJ) r ; > ・'. t尚1;i，士i:1'J／、 ν ' I 'C: '・ ・い.， J
.-(. i < ／，町 ち！、 φ1古平l合（ ＂＇ノ i 'J / ,: ¥ C. ,tど、，／）／，ょ
パ人 l 人、、＂ '] ・, .・，「Lfl : ：.こ Jlに I'.,iて f , .1:＇氏いわ
! C , : l, ＇、 p 、1 ヒ－ .I< jJ1 'i ・: .t, 1廿76’l旬 2，ザ t：乙：：：1
1：吋～ 7メ ｝川1；こ， 11(〕1)7;'>;γ ノ. (:UOOhl'i) 
Z', ,:'., '1f ' ,v ;'.i、 三八 lI ; 7:l y i lβ50 }j , F ノJ.' ）トム
ト 2;t: ・ Iーバ Ji (ffペNo.9•1, 17 Au耳、 [976), 
C 1 20) Fm, q 11 JI s 1 1 川正 •f}] ・', ・1,'LうjI t，うれた
， ノ、｜ I ・,,, ) ,: ., .；、 f •l ,) : !:&){, fl i'Jl法rtJとあら o
-_ )I , l ・, J ＇・， l _,,-; !jiJi'l, 1978:11:,Ji,1，：＿：－今
L I也i司1約 ＇；，ty, iな）1阜、 J ふれ、に14～15，：れしi,:':1:ri'Jん
片「ifイ」， i>i¥1てilヤ1カヲスがIlt、，.! !/ " こい，j
>'1ホ ＇i Jし＇， ＇＂仁司 L F ト←J; : よJI立i! tリ；：；出tli1［叶
bηJ j,. i n、；－ 1,1,1 ,~ : (IJ也i点h.it I: ！ φ；，；， r,i: 
,i I、lγ1 九十行 l ：に，.; ' •L h• 1(i I,/・ j山リミリJiJ'., J 二
I ti'I "., 4'ト1,人＇. i＇.うli ら｛二v二人：，tI :,yl i山I• h l、
人と，，xtlヒIl 1 ,'r t: o まt：，二、ノ， 11古 ¥J'ih匂jl f’ 
二i’）,. ＂十二弓＞ lはコグ「人ゾpifjiという。
(;121) Craham，什／＇ n't., ]>. 181. 2 Jj人土，＇）｝ 1,:
. ・ : l , 円tatist1cal（、enter of I ran, sa 1γshoma1 c 
kargaha e ir,11, tehran, 1978。一j牧；： ：〆，・：リf隊
itラ 1:v,μ:20心、ァ：1,1071, -f i杭役＇.-lO/jC !f, Iだべ） l三。イ
3ンィパ＇'1iF.￥，、：n972;1え－ ,,76"1ーま r , : ;~,. ;,/1 I.、19 Jj H的。
人 L'l :lO勺一人，－、 ' /: (l】ralmm，何人日＇t.,p. [82) 0 
ま／：， 可？「4、日向r＇.「Jん、，，： t、ほ；：）ji立後方，［£1 しハ｛＇！＇.，；／，長と 5~（
九桁，J・ •＇、 L l ろご 1•I'll 匁 1, 'i－えろ（Ibid.,p. 181）ぅ
才た， 1978-412ノJ101 l司 f ー／ ラ ) : I;: L lj c.:i 1007i 
ノ、.＇Jヴ’で； I:;, ・!I: t f ノ、 Sf・ ，、 ：噌ノペタ ・I ＇、 I ; , 
li・;c(主iドi心：！ご ' \• －ハーア、二， > ・1:.;1＆へ＿；， -;r-
，）が ムとUそド！J'tプ： er，：りJIL!Jil品1』 i日約；5:,,q2lj 1 fl）η 
(i!22) = 1,1由r＜：＇，テヘヲ j di人7ムi'民的山家
をれるそ子 L地Iメ：：｛＇＜， JH/・0:0450; i<'._ 4｛柱、1500/i:; 










































"15年しつロ / C主f、いぺ 1%7ifがJ2 HlOOの人が／1，てλて
•/:c fr＇￥に 6.5 ／，かJiーんと。 f七千Y-J,14.8人こあ J ふ jごe
\~' 'i二人 li lゴ79＂号ふ ／：：心、むここ’ it{動、一〈！、よ o
,-'・; l↓J u fil 1 % ・ ! - , > ,I, I可Jl・.8.1 °合） 1; -J戸、そ it,
＇）；／；［＇（合力、 1,t：入 ; . f l 労！効宅必弘E と I. －~，，、 y
/: ，.へ了ふる。： nff'l,,0：上1966'1に託金＇；；・ ;J；おも i'I I~ 
テヘランν〉発艇と社会変化
合H,l-t1:,・iぐく寸る 1:th, 2～：tカ jI C解町i:さjtごL、t. 
(Bartsch, W_ J‘Unemployment in Less Developed 
Countries: A Case Study of a Poor District of 
Tehran，＇’ lnte円 wtionalDt’velop111ent Re,•ie，ιヘ Vol.
J:3. No. 1, J ',171)ハ
( /1:2:1) Iran i¥lmanac 1976, p. 256. 
(/i24）日tatistical じenter of Iran, National 
（ヤ!ISli人 1971i.
(/!25) IEふ No.74、9Mar., 1976. 
〔/1:26) Kayhan, Persian‘23 Oct＿、 1976.
(il27) JES, N円 15:'.,18 Oct., 1977. 
( ii・28) Bank iVlarkazi [ran, ,¥n1111al Report and 
lfa{anff Shl'i:f, 1:152, 53, 54, 55, 56 (1973 77). 
( .129) Kay/um, Persian, 8 July, 197G. 
( i!:lO) Kayhan Intn・national,2 Sep., 1977今
Cd :n) TES, No. 131, 3 May, 1977. 
({l:-l2) Kayh削 Int，打 national、；'lOOct., 1977. 
( ;'I:n) Bank Markazi I ran，。／＞.cit, 1:157 (1リ78)
ドcrsian臼l.,P-56. 
(il 34) JES, No. 139, 5 July, 1977. 
(11:15) lbid., ;-lo. 197, 19 Sep句 1978.
( /i:-lh) Ibid., N札口l2,12 Oct., 1976. 
〔パ：-l7) Ihid、No.l 1持， iFeb., 1977 
( {l '.'18) Ibid., N。130,:I May., 1977. 
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部門と＼、ろ：Q＼構j査1)~、ゴり II；さ，h 、 j［代産業部F守
で｛動く乱;t；斉／；（




たのそ L・c‘ ifj:f 巳1官門でσ）：生f業は午j存：，
弱1本で点）る。 fニカミ；l，近代産業frllljは非近代産業
部門を向らの生産体系山中にLトき込むことができ






働ti を確かに iri11x した。彼らはイベ Y ム思想、乞［~，
，官、， , r汽にしまーにごし空う形で‘ふるいはイ弐弓ム
児f,1｝.で解釈を lJなおす形で， 民本的人権や政治的







負わされるこどのle＇， 、H：会合求めていると L、え k
うJ 世とし、 Ii"lめよご人jb：「il~Jt Lごくれば、 f皮
「 ,I：上安j主を／1~; 
〆ご」LゆえL司王／） }j ／）二iI大と／（.り，すベぐのif才民を
直t:支両日できる制度を囚主が求め，それが完成し
かけたときにそtパm:wrの頂点に立つほ二五が拒否さ
れてきたのである。
テヘランの発展と社会変化
民衆は石油という国有資源のために食生活や日
用品でわずかな改善をえながらも，なぜそれ以上
幸福になれないかを問題とした。彼らの多くは，
イスラムの王p.等と博愛に基づいて経済活動を営め
ば，こうした不幸は縮小すると考えた。にもかかわ
ず不幸が縮小Ltn、のは，国王と側近そしてイラン
｜吾氏の1iとの代償に武器を販売したアメリカが，
イランを支配してし、るからだと考えた。パザーノレ
商人の言葉を借りれば， 「彼らがすべてを奪って
しまったJ（ハメ・チーズ・ミギラン）ためである。
イスラムグ）平等と侍愛に基Jづいて経済を営め
ば．と L、う主張iこf土経済活動に無知な姿勢が見ら
れる。 ξころが， i：述の伝統的精神構造を持つ住
民が多〈，モスク バザーノレー住i三と L、う伝統的
な結びつきが生きてし、る地域は，イラレ最初の近
代都市社会を形成しているテヘランでは南部地
｜くにかぎられてし、る。ところが，地方大都市や中
小都市では，こうした人々が大半なのである。こ
れらの都ifーではせいぜい，テヘランでいえば準近
代地主，£1;';bるにかぎられ，例外的に病院，役所，
,i十両符支部など近代的部門が，存在するにかぎら
れている。伝統的部門は大きな比重をしめている
ので＇d(Jる。だから，素朴にイスラムの平等と博愛
を求める彼らの戸は，伝統的部門に生活する人々
が不幸であるかぎり，存在理由をもつことができ
るのである。
テヘランの発展を検討することで，イラン社会
に発生してL、る諸レベノレでの急速な変化を認める
ことができるだ乃う。そしてまた， l>i市の南北格
去の増大が，近代部門に携わる人々とそうでない
郊flj［こ携わる人守との間の格差の増大であるこ
と，そして，さらには中央と地方の格差の増大で
あることをど想定することができみのである。
（アジア紅済研究所認を研究部）
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